
バイオマス燃料を利用することで、地
球温暖化の原因となる化石燃料の使
用を減らすことが出来ます。
製紙産業では以前からこうしたエネル

ギーを積極的に利用してきました。それ
が黒液の利用です。木材の中の約
50％がパルプとして紙の原料になりま
す。それ以外のリグニンを主成分とした
廃液（黒液）は有機物であるため、燃や
せばエネルギーになります。今では、使
用エネルギーの約３分の１を黒液で賄っ
ています。
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◆次回は４月７日号、谷村志穂さんです。

Q. 製紙産業のエネルギー利用の特徴は何ですか？
A. 製紙工程で出る廃液をバイオマス燃料として有効活用。

エネルギーの約３分の１を賄っています。
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